
北陸地方整備局

～みんなでつなぐ しなのの川～

信濃川水系緊急治水対策プロジェクト 河川対策状況（R6.9末時点）
「日本一の大河」上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進

◇原型復旧は、全７９７箇所のうち、７９７箇所完
成（進捗率：１００％）。
◇改良復旧は、狭窄部の掘削及びその上流の
堤防（左右岸約１８ｋｍ）について、堤防強化を推
進中

◇遊水地は関係者（地元）説明会を開催し、丁寧
な説明を行いつつ早期の着手を目指している。

100%

100%

100%

国管理

権限代行
100%

100%

原型復旧の進捗

信濃川河川事務所
１２箇所／１２箇所

新潟県
８１箇所／８１箇所

長野県
６７５箇所／６７５箇所

千曲川河川事務所
２４箇所／２４箇所（国管理区間）

５箇所／５箇所（権限代行区間）

 

4.5ha

3.7ha

109万㎥

 

0.8ha

142.6万㎥

設計

用地調査

用地補償

工事

④遊水地 （9箇所）

地元説明会実施回数

８遊水地で住民説明会実施中
うち、４遊水地で工事実施中

信濃川河川事務所 ２３回 長野県 １４回
千曲川河川事務所 ８１回

①河道掘削 （10箇所 251.6万㎥）

②築堤・堤防整備（量的整備） （25箇所 109.8万㎥）

改良復旧等の進捗

進捗率

③堤防強化（質的整備） （26箇所 28.2km）

 

40ha

38.8ha

77.5万㎥

 

0.2ha

1.1ha

32.3万㎥

設計

用地調査

用地補償

工事

進捗率

 

24ha

24ha

15.5km

 

3.7ha

3.7ha

12.7km

設計

用地調査

用地補償

工事

進捗率

長野県長野市 穂保地区
復旧状況

令和2年6月撮影

千曲川

長野県東御市 本海野地区
復旧状況

令和3年7月撮影

千曲川

日本海

三国川ダム

八ヶ岳

乗鞍岳

槍ヶ岳

浅間山

谷川岳

甲武信ヶ岳

燕市

上田市

十日町市

長岡市

小千谷市

長野市

魚沼市

千曲市

中野市

南魚沼市

青木村筑北村

坂城町
麻績村

松川村

大町市

小川村
須坂市

信濃町

小布施町
高山村

山ノ内町

木島平村

飯綱町

松本市

飯山市

東御市

佐久市

南相木村

北相木村

南牧村

小海町

佐久穂町

御代田町

軽井沢町

立科町
長和町

生坂村
池田町

朝日村
山形村

塩尻市

野沢温泉村

栄村

津南町

小諸市

安曇野市

川上村

【長野県】

0 10 20 40km

※本対策箇所は主要箇所のみ記載しています。
※大河津分水路改修と大町ダム等再編事業は、プロジェクトと並行して継続実施する。
※本プロジェクトは、短期的（概ね５～１０年）の達成目標であり、プロジェクト終了後も継続し、中・長期的に対
策を講じる。

N

河道掘削

堤防強化

堤防強化

遊水地

遊水地
河道掘削

堤防整備
河道掘削

堤防強化

大河津分水路改修

堤防整備

【新潟県】

堤防整備

堤防復旧

【新潟県】

堤防整備

【新潟県】

堤防復旧

遊水地

【長野県】

河道掘削

河道掘削

遊水地

遊水地堤防整備・強化

堤防整備・強化

河道掘削

堤防復旧

遊水地堤防強化

堤防強化

大町ダム等再編

堤防整備

【長野県】

堤防復旧

【長野県】

堤防強化

【長野県】

堤防復旧

【長野県】

【長野県】

堤防整備

【長野県】

河道拡幅

【長野県】

遊水地

【長野県】

河道掘削
築堤
排水機場整備

【長野県】

排水機場整備

【長野県】

堤防整備

【長野県】

堤防復旧

堤防強化

信濃川

魚野川

千曲川

犀川

梓川

県境

流域界

河川

大臣管理区間

既設ダム(直轄)

堤防決壊箇所（国）

堤防決壊箇所（県）

浸水範囲

凡 例

進捗状況凡例

調査・検討中

工事実施中

整備済

中野市上今井地区住民説明会の状況

92%

100%

82%

43%

100%

99%

97%

71%

100%

87%

87%

55%

小千谷市 東栄地区 （信濃川 右岸）

※令和6年9月末時点における、必要数量に対する数量・進捗率

護岸整備 河道掘削

遊水地

令和5年9月撮影

信濃川

令和5年9月撮影

長野市 村山地区 （千曲川）

河道拡幅

津南町 巻下・小島・押付地区 （信濃川 左岸）

施工状況

信濃川
令和6年9月撮影

施工状況 令和6年9月撮影

堤防整備・強化

堤防強化

堤防整備・強化

堤防強化

堤防整備・強化

河道掘削

堤防整備・強化
堤防整備・強化

千曲川

施工状況

令和6年9月撮影

中野市 上今井遊水地の施工状況

令和6年9月撮影

千曲川

chounabayashi-y84et
資料２－２



新潟市

大河津分水路

位 置 図 第二床固の洪水状況

（R元.10.13撮影）

日本海

山地部掘削

野積橋架替 大河津分水路

信
濃
川第二床固改築

（新第二床固） 大河津
洗堰

大河津
可動堰

渡部橋

第二床固

0.6k

5.0k5.5k 低水路掘削
6.0k

高水敷造成・
河道掘削

大河津橋

ＪＲ越後線
信濃川分水橋梁

2.8k

事業区間 L=8.2km

8.8k

116

0.8k

1.6k

7.4k
7.8k

8.013k

石港床留

新長床留

凡 例

事業計画

大河津分水路改修 平面図

野積橋

現況河道部 河道拡幅部

拡幅後の低水路位置
（川幅を100m拡幅）

山地部掘削・低水路掘削

第二床固改築

野積橋架替

…完了
…施工中

用地取得
項目 進捗状況

用地
土地所有者・関係人数全
体に対する契約済の割合

１００％

項目 進捗状況

現況河道部

■本堤工
鋼殻ｹｰｿﾝ(全9函)
６函設置完了
３函施工中

■護床工
減勢工一部完了

河道拡幅部 未着手

項目 進捗状況

工事
事業区間（L=8.2km）の
総土量に対する掘削済・
契約手続済の工事の土量
の割合

１８．０％

大河津分水路改修完成予想図（河口より上流を望む）

③②①
④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

本堤工⑦⑧
⑨減勢工工
事中

本堤工完了
減勢工完了 本堤工完了

減勢工完了

施工状況
（３次元データ）

R６年１０月イメージ

野積橋架替の工事状況
（R6.10.1撮影）

野積橋

低水路掘削の工事状況
（R6.10.1撮影）

渡部橋

山地部掘削の工事状況
（R6.10.1撮影）

第二床固

項目 進捗状況

下
部
工

橋台
２基完成
(全２基)

橋脚
３基完成
１基施工中
(全４基)

上部工 施工中

大河津分水路「令和の大改修」の進捗状況
新潟県長岡市・燕市

令和６年１０月時点



遊水地整備（塩殿地区・真人町地区）の進捗状況
新潟県小千谷市

令和６年12月末時点

○令和元年度東日本台風洪水により、信濃川中流域では高水位の発生とそれに伴う堤防漏水、護
岸の崩壊等の被害が多数発生しました。

○洪水時の水位を低下させ、かつ河岸際に生じる高流速を低減させるため、下流域で実施する河
道掘削と併せ、洪水を一時的に貯め込む遊水地を整備します。（塩殿地区・真人町地区）

○整備にあたっては、地元説明会等により地域の意向をしっかり聴き、整備案や整備方針を検討
します。

項目 進捗状況

用地 用地補償を
実施中

工事 工事を
実施中

信濃川⽔系緊急治⽔対策
プロジェクト（信濃川）

遊⽔地
（真⼈町地区）

遊⽔地
（真⼈町地区）

※整備予定範囲

降雨

水位低減

信濃川

令和元年東⽇本台⾵時

遊水地下流の水位を低減

降雨

信濃川

越流堤

洪水を一時的に貯留

遊水地

遊水地設置箇所

遊水地下流区間

効果イメージ
Ｒ４．７ 塩殿地区

地元説明実施状況

・今後の調査設計⽅針の共有、地元と
の意⾒交換の実施

施⼯状況
（塩殿地区）

令和6年12月撮影

信濃川

・設計及び今後の⼯事に関する説明会
Ｒ６．３ 真人町地区

地元説明実施状況



塩殿地区

川井地区

岩沢地区

…完成
…施工中

堤防整備（塩殿・川井・岩沢地区）の進捗状況

○当該区間は、洪水を流下させるための断面が不足し、かつ無堤または弱小堤防区間であり、洪
水処理能力が不足しています。

○令和元年東日本台風では、浸水被害が発生したことから、平成26年度から実施している河道掘
削・堤防整備と合わせ、無堤及び弱小堤防区間の堤防整備を加速し推進しています。

項目 進捗状況

用地
土地所有者・関係人数全体
に対する契約済の割合

１００％

工事
総土量に対する
築堤土量の割合

１００％

新潟県小千谷市

信濃川水系緊急治水対策
プロジェクト（信濃川）

位 置図

新潟県小千谷市岩沢地先
いわさわ

令和6年
6月末時点

降雨

水位低減

信濃川

堤防整備

在来堤

令和元年東日本台風時

浸水発生

河道掘削

＋遊水地による流量低減も発現対策イメージ

お ぢ やにいがた

新潟市

信濃川

信濃川

信濃川

塩殿地区

川井地区

岩沢地区

実施前

信濃川

岩沢地区

現況

完了



河道掘削（渡部～西蔵王地区）の進捗状況

項目 進捗状況

用地
土地所有者・関係人数全体
に対する契約済の割合

該当無し

工事
総土量に対する
掘削土量の割合

44.4％

新潟市

位 置 図

新潟県長岡市槇下～西蔵王地先
まきしたにいがた

新潟県燕市、長岡市

信濃川水系緊急治水対策
プロジェクト（信濃川）

令和6年
12月末時点

…施工中

信濃川

に し ざ お うながおか

○当該区間は、洪水を流下させるための断面が不足していることから、令和元年東日本台風時には、計画高水
位を超過し堤防が危険な状況となったほか、堤防からの漏水被害が発生しました。
○そのため、洪水時の水位を低下させるための河道掘削を実施しています。
〇令和２年度より河道掘削を実施中です。渡部地区と合わせて約87万ｍ3(※)の土砂を掘削することを予定してい
ます。

※ 掘削土量は現在精査中であり、変更となる場合があります。

※槇下地区 令和３年５月

着手前

河道掘削範囲

対策イメージ

槇下～西蔵王地先
実施状況

施工状況

※槇下地区 令和６年１２月

信濃川

新潟県燕市渡部地先
にいがた つばめ わたべ

槇下～西蔵王地先 掘削箇所

渡部地先
埋蔵文化財調査状況



河道掘削（小千谷市東栄～木津地区）の進捗状況

○当該区間は、洪水を流下させるための断面が不足していることから、令和元年東日本台風時には、計画高水
位を超過し堤防が危険な状況となったほか、護岸が崩壊する被害が発生しました。
○そのため、洪水時の水位を低下させ、かつ河岸際に生じる高流速を軽減させるための河道掘削を実施してい
ます。
〇令和２年度より河道掘削を実施中です。約39万ｍ3(※)の土砂を掘削することを予定しています。

※ 掘削土量は現在精査中であり、変更となる場合があります。

項目 進捗状況

用地
土地所有者・関係人数全体
に対する契約済の割合

該当無し

工事
総土量に対する
掘削土量の割合

91.0％

新潟県小千谷市

信濃川水系緊急治水対策
プロジェクト（信濃川）

新潟市

位 置 図

新潟県小千谷市東栄～木津地先
お ぢ や とうえいにいがた

令和6年
12月末時点

…施工中

東栄～木津地区

実施状況

対策イメージ

き づ 田んぼダム等の雨水貯留活用

着手前

令和3年10月撮影

施工状況

信濃川

令和6年12月撮影

信濃川



R2.3.30 長沼地区復興対策企画委員会 説明資料
千曲川河川事務所河川防災ステーションの整備

○長岡市と国土交通省が連携し、水防活動、緊急復旧活動の拠点として、長岡地区河川防災ステーションを整備。
○平常時には、交流、憩いの場、防災教育等の活動拠点としての利用も開始しています。

0

信濃地区 防災ステーション 左近町地区 防災ステーション

開所式の様子（令和６年６月９日）

排水ポンプ車

照明車

災害対策車両を配備
（信濃地区、左近町地区）

0

北陸地整
長岡市

流域における
対策

信濃地区 左近町地区



「令和の大改修」などの河川事業の目的や効果を説明し、地域住民の事業に対する理解を促進するための「OHKOUZU ｄａｙ」を開催
次世代を担う子ども達が川について学習し、その成果を発表することにより、川に対する知識を深める機会を創出する「信濃川サミット」を開催
「防災講演会」の開催や、「信濃川大河津資料館」、「妙見記念館」「にとこみえ～る館」での情報発信により、広く防災や事業についてＰＲ

・令和の大改修の工事現場と会場をライブ中継し、
一般の方が通常見ることができない工事現場を
体感（バーチャル見学会）。

OHKOUZUDAY２０２４（R6.8.23）

0河川改修事業の理解度促進や次世代を支える人材育成に向けたイベントや取組北陸地整
まちづくり
ソフト対策

・信濃川下流域の自治体から７つの小学校の代表
児童が、この１年間学校で川にまつわる学習の
成果を発表。

・その様子を自治体職員や大勢の保護者が聴講。

信濃川サミット（R６.11.2１）

にとこみえ～る館信濃川大河津資料館 妙見記念館

・平成16年7月新潟福島豪雨、新潟県中越地震から
２０年の節目の年であることから、当時を振り返り
改めて防災意識の向上を図るため、洪水、地震を
テーマに３回の防災講演会を実施。

防災講演会の開催

・情報発信施設では、信濃川の治水の歴史、大河津分水
路事業の広報、河川管理施設の紹介など、幅広く周知。

情報発信施設での説明状況



避難確保計画の作成につながる講習会の開催 まちづくり、
ソフト対策

○ 新潟市では、令和５年６月２日に津波災害警戒区域が指定されたことから、新潟地方気象台及び新潟県と
連携し、要配慮者利用施設の管理者を対象に講習会を実施した。
○ 避難確保計画の作成の必要性、作成のポイント、作成方法について説明し、計画の作成を促した。

日 時：令和６年１２月２日（月） １３：３０ ～ １６：３０
場 所：新潟市役所本館
参 加 者：市内の要配慮者利用施設の管理者（津波災害警戒区域内の施設を対象）
参加施設数：７１施設 （計画策定対象施設 １５４施設）

新潟市

講習会の様子① 講習会の様子②



近隣市や民間企業との協定締結による広域避難先の確保 まちづくり、
ソフト対策

長岡市

令和５年度に長岡市は、見附市と「水害時における施設の相互利用に関する協定」を、
株式会社ダイナムと「水害時における施設利用に関する協定」を締結。
・各協定概要：水害時に車による一時避難先として下記の駐車場を利用

駐車台数利用施設名協定締結先内容
約１２０台みつけイングリッシュガーデン駐車場

見附市信濃川水害時に
長岡市民が見附市へ避難

約４００台見附運動公園駐車場

約２００台見附市大平森林公園駐車場

約１００台見附市市民野球駐車場

約４００台ダイナム見附店駐車場株式会社ダイナム

約８００台長岡市営スキー場駐車場
見附市刈谷田川水害時に

見附市民が長岡市へ避難 約８５０台長岡市悠久山公園駐車場

長岡市防災訓練（R5.8月）
長岡市民が見附市へ避難 信濃川浸水想定区域図

長岡市

見附市



「わが家の防災タイムライン」の作成・活用支援 まちづくり、
ソフト対策

長岡市

【わが家の防災タイムライン作成】
・「信濃川早期警戒情報」や「長岡方式の避難行動」を
取り入れ、市洪水ハザードマップと合わせて学習でき
る内容に

・学習段階に応じ「小学生４～６年生用」と「中学生～
大人用」の２種類を作成

・授業でのシート作成を補助する参考資料を作成

【学校等での活用】
R2年度から小中学校で講座を実施

R5：小学校５校、中学校１校
R6：小学校２校、中学校３校

その他、町内会・自主防災会などに対して
も出前講座などを通じ活用を促進

○地域の水害リスク及び適切な避難行動の理解促進のため、長岡版マイ・タイムライン「わが家
の防災タイムライン」を作成
〇市立小中学校に配布後、教材の授業相談や講師派遣を実施し活用を支援

【課題・目的】
・令和元年東日本台風（台風第19号）で地域の水害リスクや適切な避難行動の周知の必要性
・子どもたちを起点とし、各家庭での避難行動計画の策定を促進する

中学生～大人用小学生４～６年生用

「わが家の防災タイムライン」作成講座の様子



多言語版豪雨災害対応ガイドブックの作成 まちづくり、
ソフト対策

○近年、全国的に外国人労働者の増加に伴い外国人住民が増加し、三条市でも外国籍の住民や外国人労働者が
増えています。
〇緊急時に防災情報を基に行動を起こしてもらうために必要な、災害や避難の知識などの情報を事前に身に付
けていただくため、既存の三条市豪雨災害対応ガイドブックの多言語版（電子版）を作成し、外国籍の住民世
帯や外国人を雇用する市内企業等に、概要版のリーフレットを配布しました。

三条市

〇三条市の外国籍住民の推移

R6.11月末時点R1.11月末時点

91,287人97,195人人口

860人663人うち外国籍住民

〇三条市在住の国籍別人口（R6.11月末時点）

市内の外国籍住民全体
における割合人口国籍

27.6％237ベトナム

21.2％182フィリピン

19.8％170中国

31.5％271その他（29か国）

人口の多い３か国語
及び汎用性の高い英語版を作成

ガイドブックの概要をまとめたリーフ
レットを対象世帯に配布し、電子版のガ
イドブック（市ホームページ）に誘導

リーフレット（紙＋電子） ガイドブック（電子）

外国人就労者がいる企業や外国人が利用
する可能性のある市内ホテル等にも配布

出典：総務省「災害時外国人支援情
報コーディネーター養成研修」資料

〇外国人への災害対応におけるストック情報の重要性

知識や情報をあらかじめ蓄積してもらい、
緊急時の行動につなげていく。



高床式住まいの推進 まちづくり、
ソフト対策

○小千谷市では、令和元年東日本台風（台風第１９号）による浸水が発生しましたが、高床式住宅においては
浸水被害の軽減が確認されました。

○「克雪すまいづくり支援事業」として個人で克雪住宅を建築する方や既存の住宅を克雪住宅に改良する方に
対して補助金を交付し、浸水時の家屋被害軽減に有効な高床式住宅の建築・改修を推奨しています。

【期待される効果】
・浸水時の家屋被害軽減
・浸水時に垂直避難の実施が可能
・復旧時の清掃・乾燥等の作業が容易

対策イメージ

家屋の基礎部分を
鉄筋コンクリートで高床化

小千谷市

高床式住宅

効果発現事例（令和元年東日本台風）

・市内に戸建ての克雪住宅を建築（新築、改築、増築）または克雪住宅に改良する方
・市税等を滞納していない方

補助金を受けるこ
とができる方

・一般世帯 補助対象工事費×0.264×1/2 （上限額 33万円）
・要援護世帯 補助対象工事費×0.264×2/3 （上限額 44万円）

補助額

一般住宅と高床住宅との基礎工事費の差額補助対象工事費

(※)

※高齢者世帯、障がい者世帯、ひとり親世帯等

■補助金交付要件

件数年度

５令和２年度

３令和３年度

０令和４年度

２令和５年度

４令和６年度

１４合計

■補助実績



７.１３水害20年シンポジウムの開催 まちづくり、
ソフト対策

見附市

開催日：令和６年８月25日（日）

会 場：見附市中央公民館

7.13水害から20年の節目を迎え、あらためて

この豪雨災害を振り返り、地域の防災意識を高め、

この災害で得た教訓を次世代へ継承していくことを

目的に開催。

開催にあたり、信濃川下流河川事務所流域治水課や

長岡地域振興局地域整備部計画調整課と連携。

来場者は120名を上回った。市長や被災経験者らによるディスカッション

パネル展示 防災グッズ展示

防災学習成果発表



市街地における雨水渠の整備 流域における
対策

○市街地西部の商業集積地において、浸水被害の軽減を図るため、平成26年から約６億２千万円
を投じ、事業を進めてきた雨水渠の整備が完了しました。

十日町市

【事業概要】

●中海雨水幹線

・全体整備延長：L=644ｍ
・事業期間：H26年度～R2年度
・全体事業費：4億6,100万円

●高田雨水幹線

・全体整備延長：L=540ｍ
・事業期間：H29年度～R4年度
・全体事業費：１億5,700万円

雨水渠敷設工事 浸水被害①（H23.7） 浸水被害②（H23.7）

信濃川 浸水被害エリア



燕市は新潟県と連携して、要配慮者利用施設の管理者に対して、避難確保計画の
作成の必要性、作成のポイント、作成方法について支援する講習会を実施。

日 時 ： 令和 ６ 年 ６ 月１１日（火） １３：３０から１６：５０

場 所 ： 燕市役所１階 つばめホール

参 加 者 ： 市内の要配慮者利用施設の管理者（計画が未提出の施設に参加を呼びかけ）

参加施設数 ： ３７施設

成 果 ： 参加全施設が避難確保計画を作成し、本市へ提出

講習会の様子

要配慮者利用施設の避難確保計画の作成支援講習会を実施燕 市
まちづくり、
ソフト対策



排水機場の整備
○魚沼市では、平成23年7月豪雨（時間最大雨量60.5mm/h）等により、過去に内水浸水被害
が度々発生。
○信濃川水系緊急治水対策プロジェクトでは、内水被害を軽減する取組みとして、四日町排
水ポンプ場の整備を令和７年度完成に向け、工事を進めています。

魚沼市
流域における

対策

内水被害を軽減する取組み

○事業概要
・旧四日町第2排水区及び
旧袖八川第12排水区の両
地区から、四日町排水ポン
プ場へ集水する連絡水路を
整備します。
・四日町排水ポンプ場
（排水能力3.9m3/s）を整備
します。

○令和7年度実施内容
・四日町排水ポンプ場の機
械・電気設備工事、放流渠、
流入渠工事

事 業 効 果

四日町排水ポンプ場
機械・電気設備工事

小出駅

魚沼
市役所

羽根川

排水ポンプ場
流入渠
浸水被害区域
四日町第１排水区

市立

小出
病院

平成２３年７月新潟・福島豪雨による被害状況

表-1 浸水被害状況

〇四日町排水ポンプ場による効果の検証
四日町排水ポンプ場（排水能力3.9m3/s）を整備することで、
平成23年7月の新潟・福島豪雨（実績洪水）に対し、床上浸水が
軽減されます。

整備前 整備後

建物被害
■被害なし
■床下浸水（0.25～0.45m）
■床上浸水（0.45m以上）

新設（3.9m3/s）

P

既設（2.3m3/s）

P

既設（2.3m3/s）

P

床上浸水：72戸
床下浸水：180戸

床上浸水： 40戸
床下浸水： 78戸

JR只見線や魚野川堤防沿いの地盤高
が低い地域を中心に広範囲で浸水被害
が発生しました。

四日町排水ポンプ場（令和7年度完成予定）

魚野川



●水防授業●●防災講座●

住民を対象とした水防教育の実施 まちづくり、
ソフト対策

南魚沼市

南魚沼市では、出前講座形式での防災教育・防災講座等を実施し、地域住民・学校などへの水防教育を推進し
地域防災力の向上を図っています。

【当市の特徴】
・令和６年度から、市内在住の防災士資格取得者を中心に設立された（一社）南魚沼防災活動センターに事業を
委託し、自主防災組織に向けた防災講座を開催した。
・市内小学校でも、市職員を講師とした水防授業を開催した。
・自主防災組織における防災力の向上と、組織の人材育成が、結果として『共助』の力を高めることにつながる
と判断し、事業実施した。

・市内自主防災組織の整備率は97.0％だが、何をすればいいか分からない。
・過去に市内で大規模水害が発生しており、地域内での水害リスクを知りたい。
⇒資料や防災マップを活用し、組織ごとの地域で起こりうる
水害リスクや避難方法、また自主防災組織のすべきことに
ついて説明。その後は意見交換を行うことで、講座の内容
や市の防災業務についてより理解を深めている。

令和６年度活動実績：市内１２自主防災組織（当初委託契約数）
※好評につき、来年度は更に講座の回数を増やす予定

＜参加者の声＞
・過去にどこで水害が発生し、自分たちが住んで
いるところの危険箇所を知ることができた。

・水害発生時に安全な避難場所はどこなのかを確
認することができた。

・自主防災組織の必要性と役割を確認することが
できた。

・防災への心構えの重要性を感じることができ、
非常によい講習会であった。

避難時の備蓄品を紹介する
会もありました

・毎年、市内小学校や支援学校向けに防災講座を実施。
・主に過去に市内で起こった災害の紹介や、防災マップを活用
し、住んでいる地域の災害リスク、避難所や備蓄品の説明を
分かりやすく行っている。

・今年は水害について重点的に説明してほしいというオファー
があり、平成23年におきた新潟・福島豪雨の説明を写真を多
く活用しながら行った。

(真上) 授業の様子
＊質問など積極的に声を挙げ
てくれました

(左上、左下) 授業の資料
＊過去の水害写真や水害関連
のクイズを多めに取り入れ、
関心を引き付けるようにし
ました。



要配慮者施設の避難に関する取組の推進 まちづくり、
ソフト対策

○津南町では、令和元年台風第19号（東日本台風）の際、浸水想定区域内に所在する要配慮者利用施設の入居
者が避難所へ避難した経験から、避難行動要支援者への避難支援のため避難訓練等を実施し、要配慮者利用施
設職員にむけた災害リスクや避難場所、避難のタイミングの理解促進、速やかな避難行動の実施にむけ、消防
団や自主防災組織などの関係機関と連携・体制構築を推進しています。

津南町

【避難訓練実施概要】
日 時：令和６年11月10日（日）

実施団体：グループホームゆうゆ（浸水想定区域内要配慮者利用施設）

参 加 者：施設関係者（施設職員及び入居者）、消防団員、地元集落関係者（区長など）、町など約30名

訓練内容：台風による大雨・洪水を想定し、信濃川増水時の防災情報や洪水予報の収集と理解、迅速な情報
伝達と避難体制の確保、関係機関への支援依頼、関係機関による施設入居者の避難誘導

避 難 訓 練 の 様 子
◎ 訓 練 に 参 加 し て

・前回訓練以降、施設管理者が不在であ
ることを想定し、他の職員が指揮を執る、
役割分担が細分化されているなど施設職
員の対応力強化につながる訓練だった。
・訓練参加者が施設職員の「自助」によ
る災害対応だけでなく、地域の消防団員
や集落関係者等と連携して訓練を実施す
るなど、「共助」による災害対応の重要
性を再認識することができ、訓練実施の
重要性も改めて認識できた。



田んぼダムの推進 流域における
対策

○新潟県では、地域の自発的な共同活動として行う流出抑制の「田んぼダム」の取組について、関係機関と連携し

普及啓発に取り組んでいます。

新潟県

田んぼダムは、落水口の絞り込み
（調整板）により、降雨の一部を水
田に貯留する機能を持たせて、流
出量を遅延する効果がある

田んぼダム（例） 流出量抑制 効果



一級河川浄土川河川改修事業の進捗状況 河川における対策新潟県
長岡地域整備部

○浄土川は、金倉山に源を発し、フェニックス大橋下流の長岡市左近地先で太田川に合流する信濃川の2次支川で、流路延長8.4km
の一級河川です。

○令和元年の台風第19号では、太田川の下流で合流する信濃川の水位上昇によるバックウォーター現象※が発生し、床上浸水11戸、
床下浸水115戸の被害が発生しました。※下流側の水位上昇によって上流側の水位も上昇する現象

○現在、太田川合流点から水梨橋までの約1,100mの区間において、令和元年の台風第19号時と同規模のバックウォーター現象が発
生しても浸水被害が起こらないようにするため、河道掘削や築堤、市道橋の架替えなどの工事を進めています。

じょうど

かなくら さこん

みずなし

掘削・護岸

横断面図 築堤築堤

令和６年１２月撮影

新今井橋→



① 割野地区

④ 段野団地地区

⑤ 田中地区 ⑥ 反里地区

⑦ 灰雨地区② 巻下小島押付地区 ⑧ 足滝地区

③ 美雪町地区

洪水が円滑に流れやすい河道整備の推進
○令和元年東日本台風により、信濃川中流域から千曲川上流域の広範囲にわたって甚大な被害が発生したこと
から、関係機関が連携して信濃川水系緊急治水対策プロジェクトを実施中。

○新潟県では信濃川からの越水等による家屋部の浸水防止のため、築堤、掘削及び護岸の整備を実施している。

新潟県
十日町地域整備部

流域における
対策

佐渡市

新潟市

長岡市

三条市

新発田市

糸魚川
市

柏崎市

五泉市

上越市 十日町市

魚沼市

南魚沼市

村上市

湯沢町

阿賀町

現況護岸法肩より約20m

Co

Co

方向杭

G

3.0m

6.0m

1m以上

2.0% 2.0%

1:2.0

1:2
.0
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※巻下・小島・押付地区位置図

新潟県中魚沼郡
津南町

進捗率 ※令和７年１月末時点 標準断面図

進捗状況

①割野地区

②巻下・小島・押付地区

⑥反里地区

③美雪町地区

④段野団地地区⑤田中地区

⑦灰雨地区

⑧足滝地区

整備区間延長L=8.4㎞

：完成
：工事中

施工位置図

項目 進捗率
用地

（現計画で必要な用地取得の割合）
99%

築堤
（総土量に対する築堤土量の割合）

86%



宮中取水ダム魚道における河川環境の調査、環境学習の場の創出
グリーンインフラに
関連する取組

○ 宮中取水ダム魚道は、大型・小型、せせらぎ魚道の3種類の魚道からなり、様々な種類の魚類が遡上できる
環境を整備している。また、魚道を側面から観察することができる魚道観察室を設け、室内に魚道を遡上す
る魚類の紹介等のポースターを整備し学習する場を無料で提供している。

○ 宮中取水ダム魚道を改築した平成24年より魚類の遡上状況調査等の調査を継続実施しており、魚道の環境が
維持されていることを毎年確認している。

○ 沿川の漁業協同組合等の関係者と協力し、地域の小学校をお招きし魚類遡上調査の見学及びサケの稚魚放流
を共に実施することにより環境学習の場を創出している。

東日本旅客鉄道(株)
信濃川発電所

宮中取水ダム魚道概要

宮中取水ダム周辺に生息している代表的な魚類

トウヨシノボリアユ

オイカワ

環境学習の場の創出

魚道観察室

サケ

大型魚道
（アイスハーバー型）

小型魚道（階段式）

せせらぎ魚道

魚道観察室

上流方

下流方

魚類遡上状況調査結果
（年度）

（種類）（個体数）

2,088
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信濃川中流域上流部における保安林機能の維持・拡充
流域における

対策

○関東森林管理局中越森林管理署では国有保安林約90,030haを管理している。令和元年の台風災害により被災
した保安林の復旧にも取り組んでおり、令和6年度には清津川上流部において、山腹工0.15haを実施した。ま
た、森林の有する公益的機能を発揮するため、森林整備保全事業を行い、除・間伐43.30haを実施した。

関東森林管理局
中越森林管理署

②森林整備保全事業

①山腹工施工前・後

植栽木の密度調整を行うことで、立木の成長や下層植生の繁茂を促し、森林の有する公益的機能を発揮させる

令和元年の台風災害により、山腹斜面の崩壊が拡大した箇所の斜面緑化を行い、森林への復旧を進める

信濃川

魚野川②

①清津川



水源林造成事業による森林の整備・保全 流域における
対策

・水源林造成事業は、奥地水源地域の民有保安林のうち、所有者の自助努力等によっては適正な整備が見込め
ない箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の高度発揮を図る事
業です。
・水源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植栽の繁茂を
促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進します。
・信濃川中流域における水源林造成事業地は、120箇所（植栽面積約2400ha）であり、流域治水に資する除間伐
等の森林整備を計画的に実施していきます。
・令和6年度は、除伐52ha、間伐24ha、更新伐を3ha実施しました。今後も引き続き森林整備を実施していきま
す。

森林整備
センター

水源林造成事業地の整備 更新伐および水源複層林事業

更新伐施業前

植栽による水源林造成

間伐事業除伐事業 更新伐後

複層林施業



気象情報の充実、予測精度の向上（線状降水帯の予測精度向上等に向けた取り組み強化）新潟地方気象台



砂防関係施設の整備
流域における

対策湯沢砂防事務所

高棚川支川北ノ入川において整備中
の「北ノ入第２号砂防堰堤」
（南魚沼市長崎地区）

魚野川支川檜又谷において整備中の
「檜ノ又谷砂防堰堤」
（湯沢町土樽地区）

信濃川

中津川

高棚川砂防堰堤群
（北ノ入第2号砂防堰堤）
（南魚沼市長崎地区）

檜ノ又谷砂防堰堤
（湯沢町土樽地区）

魚野川

日
本
海

信濃川下流水系
直轄砂防事業

新潟県

長野県

○豪雨等で発生した山地部の斜面崩壊や渓岸侵食・渓床洗掘等により、流下した土砂が直接家屋等を襲ったり、信濃川や
魚野川等の河川に堆積して洪水氾濫を引き起こす要因となるため、砂防堰堤等の施設を整備しています。
○また、近年は、斜面崩壊等により土砂とともに流れてくる流木による被害も顕著となっていることから、流木による被害を防止す
るための砂防施設の整備を進めています。

檜ノ又谷

北ノ入川



砂防設備整備と併せた憩いの場の創出・魚道整備等 グリーンインフラの
取り組み湯沢砂防事務所

大源太川第１号砂防堰堤及びその周辺部の利活用促進（湯沢町土樽地区）

大源太川第１号砂防堰堤と湖畔周遊路
仮排水トンネル（吐口付近） 砂防堰堤正面となる仮排水

トンネル吐口からの眺望

信濃川

中津川

砂防設備を活用した
憩いの場の創出

（湯沢町土樽地区）

砂防設備の整備と
併せた魚道整備

（南魚沼市長崎地区）

砂防堰堤を活用した
小水力発電

（湯沢町土樽地区）

日
本
海

信濃川下流水系
直轄砂防事業

新潟県

長野県

○「大源太川第１号砂防堰堤」では、砂防工事の仮設備であった仮排水トンネルを含め、砂防設備とその周辺部について観光
資源として利活用を行っています。
○砂防設備の整備や改築にあたっては、魚類等生物の生息状況も考慮し、魚道の整備を併せて実施しています。
○地元水力発電会社により、砂防堰堤を活用した小水力発電が行われています。

地元商工会の有志らで立ち
上げた水力発電会社により、
毛渡沢下流砂防堰堤を活用し
た小水力発電事業（令和5年
10月より運用）
約300世帯の使用量に相当

するクリーンなエネルギーを
発電。また、同社は地域貢献
活動として収益の一部で地元
小学校へ図書カードを寄贈。

砂防堰堤を活用した小水力発電
（湯沢町土樽地区）

床固工洗掘対策と併せ全断面魚道
の整備（南魚沼市長崎地区）

登川流路工

登川

魚野川
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